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(別紙１)

◆産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（平成29年度）実績】 　　　　　　

産業廃棄物の種類

排　出　量 18,476t 17.00t 10,618t 90t 1,022t 1.2t 0.0t 0t 30,224.2

（これまでに実施した取組）

　・排水処理設備（嫌気処理施設、好気処理施設）の効率的な運用

　・排水処理設備（好気処理施設）の更新

　・動植物性残さ（ｺーﾋー､お茶製品）は､製品の市況動向に大きく左右されるため排出量も変動

　　します。排出する際には、含水率をｺﾝﾄﾛーﾙすることにより嵩重量の抑制に取組んでいます。

　・動植物性残さ（ｺーﾋー粕）バイオ燃料化（有価物扱い）

【目標】

産業廃棄物の種類

排　出　量 17,160t 17t 7,906t 80t 100t 1t t 0t 25,264.0

（今後実施する予定の取組）

＊製品市況動向により製造量は変動（予算数増加見込み）

　・排水処理設備（嫌気処理施設、好気処理施設）の効率運用の向上

　・動植物性残さ（ｺーﾋー粕、お茶粕）、余剰汚泥の含水率調整による嵩重量の抑制

　・動植物性残さ（お茶粕）、余剰汚泥の新規ﾘｻｲｸﾙ処理分野の開拓及び転用

　・動植物性残さ（ｺーﾋー粕）バイオ燃料化（有価物扱い）への取組み

　・廃プラスチック類の前処理による細分別化によるﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙへの転用を図る
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(別紙２)

◆産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（平成29年度）実績】 　　　　　　

産業廃棄物の種類

全処理委託量 18,476t 17t 10,618t 90t 1,022t 1.2t 0.0t 0t 30,224.2

優良認定処理業者
への処理委託量

0t 0t 4,924t 0t 0t 0t 0.00t 0t 4,924.0

再生利用業者
への処理委託量

18,476t 17t 5,694t 90t 628t 1.3t 0.00t 0t 24,906.3

認定熱回収業者
への処理委託量

0t 0t 0t 0t 0t 0t 0t 0t 0.0

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0t 0t 0t 0t 0t 0t 0t 0t 0.0

（これまでに実施した取組）

　・再生利用率100％の達成及び維持

　・新規処理方法(新技術）、新分野へのアプローチ及び再生利用方法の策定

　･有価物への転用検討

【目標】

産業廃棄物の種類

排　出　量 17,160t 17t 7,906t 80t 100t 1.0t 0t 0t 25,264.0

全処理委託量 1,200t 17t 7,906t 80t 100t 1t 0t 0t 9,304.0

優良認定処理業者
への処理委託量

0t 0t 5,000t 0t 0t 0t 0t 0t 5,000.0

再生利用業者
への処理委託量

1,200t 17t 2,906t 0t 0t 0.0t 0t 0t 4,123.0

認定熱回収業者
への処理委託量

0t 0t 0t 0t 0t 0t 0t 0t 0.0

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0t 0t 0t 0t 0t 0t 0t 0t 0.0

（今後実施する予定の取組）

　･産業廃棄物となる不要物の発生量については、製造する品目･製造量により増減変化が

　　大きい為、前年度との単純比較はできませんが、一製造当りの排出原単位は減少傾向

　　になってます。

　　今後も、リサイクル率100％を維持すると共に、更なる再生活用への新分野に積極的な

　　アプローチ及び移行を図っていきます。
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